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本研究では、本国と進出国の間の文化的類似度と海外子会社の立地選択の関係について、従来の

分析手法ではなく、エントロピー･モデルの枠組みにより、検討を加える。Hofstede の文化的指数

をデータとして使用し、自らが構築したモデルによる実証分析を行った。その結果、「男性らしさ-

女性らしさ」や「長期志向-短期志向」に重みづけをした場合に予測値と実測値が接近した。 

 文化的類似度と海外子会社の立地選択の関係に関する先行研究は多く見受けられる。たとえば、

Li & Guisinger(1992)は、日本、西欧、北米のデータを使用して文化的類似度とサービス業の FDI

の関係についてロジステック回帰分析により実証を行っている。また、Flores & Aguilera (2007)

は、米国のデータを使用して文化的類似度と米国多国籍企業の立地選択について実証分析を行って

いる。 

他方、本研究では、先行研究において多く用いられる分析手法ではなく、エントロピー・モデル

の枠組みによりモデルを構築し、そこから得た予測値と実測値を比較して、文化的類似度と海外子

会社の立地選択の関係を明らかにすることを試みる。モデル化の際の基準として、①文化的類似度

の高い国を優先して、②それぞれの国になるべく均等に海外子会社が行き渡ることを設定した。そ

の上で、①の基準については重みつき平均特性値、②についてはシャノン・エントロピーにより把

握することとして、海外子会社の立地選択の予測値を求めるモデルを構築した。なお、この予測値

は曽我・山下(2017)(2018)と類似した形式により求めることができる。 

 Hofstede の文化的指数をデータとして、このモデルによる実証分析を行った。その結果、Hofstede

の文化的指数のうち、「男性らしさ-女性らしさ」や「長期志向-短期志向」に重みづけをした場合に

予測値と実測値が接近した。 
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